
実践研修報告

エッチち～む班
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１.ロジスティクスの基礎
①派遣目的地までの円滑な到達
✔ 車輛の確認（タイヤ空気圧、燃料など） 積荷、シートベルトチェック
✔ トランシーバーによる随時の確認（基本的には見通せる位置）
✔ 地図およびカーナビによる確認（詳細かつ、1枚のMapは事前準備必須）
✔ 出発地～釜石市保健所： 中継地点（遠野風の丘）のアクセスポイントでの本部

への報告
✔ 釜石市保健所～大槌高校： 大槌高校までの経路、道路情報の地名から通行止
め区間の確認には時間がかかり、迂回路は、山道、狭く、滑りやすく、対向車も来
るリスクの高い移動も経験できました。

✔ 被災エリアでの、避難所の情報取集のための移動もあり、同様にルート確認、
安全に留意。 燃料のチェックと確保も重要。



１.ロジスティクスの基礎
②衣食住の確保

✔ 安全、感染防御に対処。 暑さ、寒さ、雨に対策必要。（衣）大槌では、
暑さ、明け方の冷え込み、そして雨、蚊の攻撃あり。（熊はなし）

✔ 携帯性、栄養バランスを考慮した食料。 簡単かつ、火を使用しない加熱。
リラックス、リフレッシュできるための補助食品。（食）

✔ 寒暖、風向き、メンバーの構成に留意した、テント設置。 マット使用によ
る快適性を考慮。 （住） 日赤からの、自家発電と、十字型のLEDライト
の貸与があり、助かりました。



２.拠点での本部立ち上げと本部内におけるロジスティクスの役割

①拠点でのカウンターパートとのコミュニケーション

✔ まずは、笑顔でご挨拶、自己紹介、自隊の特長、意気込み、、
その印象によりミッションも変わるかも？

✔ カウンターパートからの指示と役割分担（不明な点は質問、確認
を、）

✔ 避難所特有？の地元（ないしその雰囲気）の責任者さんから得る
ことは大変重要でした。



２.拠点での本部立ち上げと本部内におけるロジスティクスの役割

②情報伝達手段の構築および通信訓練

✔ 衛星電話３台、ＰＣ１台
✔ 遠野にてスカパーwifiの通信強度を確認、インマルサット、イリジウムの
通信確認

✔ 釜石市保健所にてワイドスターの通信確認
✔ 衛星携帯の非万能性、Docomo1.5Ｇアンテナによるインマルサットの不
通、インマルサットのデータ通信障害等生じていた。



２.拠点での本部立ち上げと本部内におけるロジスティクスの役割

③情報の集約と活用
✔ クロノロの作成と活用。 クロノロからのto Doリストの作成と活用。

上記による情報共有。クロノロの保存(撮影）、データ化
✔ 指揮系統図と、コンタクトリスト作成
✔ 活動報告、引き継ぎのための申し送りの作成



３.多職種間の連携

①各組織特有の手法などについて
✔指揮命令系統の確立した、通信その他のスキル豊かで、経験に元ずく

DMATメンバーは、心強いメンバーでした。
✔専門性の高い、栄養士チーム、薬剤師チームのメンバーは専門性に
根ざした意見、情報収集の着眼点に、「目からうろこ」の学びができた。

✔災害医療に興味のある医学生さんは、これからの災害医療を共に
行い、担っていただける意欲を感じました。

✔民間災害医療チームは、そのバックグランドを生かした、亜急性期から
長期の医療支援を担おうと考えている。

②多職種間の協働方法の検討
✔情報共有と、お互いを知るための交流（ミーティング）、平時からの交流（顔の
見える関係）、訓練。

✔精神的に敷居を作らない、ものおじせず、かつ失礼のない接し方。



４.問題点、反省点

✔ 役割分担の重要性と、各個人がオールマイティに役割をこなせることの
重要性に、いち早く気ずくべきであった。 円滑にミッション遂行すること
ができ、休息もとれる。 役割のスキルアップも図れる（各々の良いスキル
を蓄積できる）

✔ 往路の道の駅での、4班の参集の予定があったが（道の駅でのミッションの
ため表立って遂行されなかった）、本部の指揮下から外れた行動であり、
場合によっては、安全に問題が生じ、ミッション遂行に問題となる行動であ
ったと、考えるべきであった。 （例 4班のうち1班が、出発直後に本部から
派遣先の変更があった場合は？）



5.まとめ

✔ 短い期間での、ロジスティクスに必要なスキル、思考方法を学ばせていただく
ための、貴重な実践訓練でした。 我々Ｈ班は、避難所派遣のため、制限された
移動あり、野営あり、周囲避難所の医療ニーズ調査ありと、ロジスティクスとして
大変有用かつ、楽しい研修ができた。

✔ 終盤に近づくにしたがって、チームとしての一体感が構築され、さらなる活動の
継続（7日間？）が楽しみ、、？ という感想であった。



４日間ありがとうございました！！


